
昭
和
十

】
年
生
ま
れ

二
十
人
が
新
入
金

公
民
館
が
主
催
す
る
二
十
二
年

度
般
若
地
区
敬
老
会
が
、
二
十
日

の
午
前
十
時
か
ら
、
庄
東
小
学
校

の
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
十

一
年
生
ま
れ
の
新
入
会

員
二
十
名
が
紹
介
さ
れ
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
当
会
か
ら
は
坂

東
泰
子

算
塁

、
坂
東
国
香

ア
え

、

瀬
成
瑛
子

雪
塁

林
　
義
夫

公
文

色

、
林
彼

公
文
色

の
五
人
の
方
々

が
新
入
会
員
と
し
て
招
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
、

合
わ
せ

て

林
美
知
子

書
導

さ
ん

八
日
十
三
子

さ
ん

容
文

色

林
博
好
さ

ん
な
文
こ

の
二

人
に
砺
波
市
か

ら
の
米
寿
の
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校

の
児
童
生

徒
た
ち

や
、
乳
が

ん
と
闘
い

な
が
ら
歌

い
続
け
る

渡
辺
ゆ
み

子
さ
ん
の

歌
謡
シ
ョ

ウ
な
ど
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
交
通
安
全
の
ビ
デ
オ
な
ど
を
見

て
、
八
十
人
余
り
の
参
加
者
が
楽
し
く
有
意
義
な
ひ
と

と
き
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
、
福
祉
協
議
会
、

婦
人
会
の
役
員
の
方
々
は
じ
め
、
お
世
話
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
、
た
い
へ
ん
ご
苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

雨
中
の
熱
戦

公
立
名
Ａ
が
連
覇

第
七
回
光
寿
会
親
睦
ペ
タ
ン
ク

大
会
が
、
生
憎
の
雨
交
じ
り
の
九
月

十
七
日
、
い
か
る
ぎ
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
い

た
三
チ
ー
ム
の
間
で
決
勝
リ
ー
グ
戦

が
行
わ
れ
公
文

名
Ａ
チ
ー
ム

（島

道
成
・
林
博
・
島
照

子
）
が
、
前
年
度

大
会
に
続
い
て

連
覇
を
果
た
し

ま
し
た
。
二
位

は
善
友
ク
ラ
ブ

（八
田
政
夫
・
林
孝
進

。
埜

暑
興
士
心
）

、

三

位

は

川
原
チ
ー
ム

（林
勇

大
・武
部
由
美
子
・高
畠
夏
子
）

で
し
た
。　
終
了
後
、

館
内
で
表
彰
式
を
行

っ

た
あ
と
懇
親
会
を
開

き
、
試
合
の
模
様
を
振

り
返
り
な
が
ら
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
六
時
過

ぎ
散
会
し
ま
し
た
。

上
位
三
チ
ー
ム
と
四

位
の
正
覚
ビ
レ
ッ
ジ
の

四
チ
ー
ム
が
九
月
二
十

五
日
に
開
催
さ
れ
る
般

老
連
の
ペ
タ
ン
ク
大
会

僣
争
ン
わ
姦
よ
謬
↑誦

ま
す
。

林
神
織
玉
垣
の
耐
震
補
強
工
事
感
る

本
年
度
の
頼
成
宮
委
員
会
総

会
に
て
承
認
さ
れ
た
玉
垣
の
耐

震
補
強
工
事
が
宮
委
員
会
の
方

々
の
奉
仕
作
業
に
よ
っ
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

林
茂
之
総
代
を
始
め
委
員
の

皆
さ
ん
が
、
型
枠
づ
く
り
か
ら

コ
ン
ク
リ
ー
ト
注
入
工
事
、
バ

イ
ブ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
ア
バ
タ

の
除
去
作
業
な
ど
に
取

り
組
ま
れ
、
八
十
七
基

も
の
多
数
の
支
柱
が
見

事
に
仕
上
が
り
ま
し

た
。そ
の
後
基
礎
部
分
も

き
れ
い
に
整
地
さ
れ
、

す

っ
き
り
と
し
た
境
内

に
な
り
ま
し
た
。

今
夏
は
ま
れ
に
見
る

猛
暑
で
し
た
が
、
そ
の

中
で
黙
々
と
作
業
に
当

た
ら
れ
た
方
々
、
ま
こ

と
に
ご
苦
労
様
で
し

た
。
（こ
の
項
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
頼
成
自
治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

よ
り
転
載
し
ま
し
た
）

第 6回 光寿会ベタンク大会 選手―覧
坂    東  林  貞子 坂東 国香 坂東 泰子
西川原クラブ  林  利和 開田 道雄 開田 紀子
lLtt   A  林  孝雄 八日 茂興 林  孝行
北明   B  林  愛行 三門明明子 八田 静香
正覚ビレッジ  武部 幹夫 八日  嵩 林  久子
川原   A  林  勇夫 武部由美子 高畠 夏子
善導Aクラブ  八日 政夫 林  孝進 林 喜興志
導導 Bク ラブ  林  和紘 八田 義孝 林  文子
公立名  A  島  道成 林   博 島  照子
公文名  B  林  甚松 林  義夫 林  要矩

頼
成
光
寿
会
代



第
八
回般
老
連
ベタ
ン
ク
大
会

光
寿
会
が
上
位
独
占

第
八
回
般
老
連
ペ
タ
ン
ク
大
会

が
爽
や
か
な
秋
風
の
吹
く
九
月
二

十
五
日
、
般
若
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
於
い
て
各
単
位
老
連
代
表
十

六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
辻
般
老
連
会
長
の
開
会

挨
拶
、
宗
影
般
若
自
治
振
興
会
長

さ
ん
ら
来
賓
の
挨
拶
と
始
球
式
に

続

い

て

予

選

リ

ー

グ

が

行

わ

れ

、

当

会

か

ら

は

公

文

名

Ａ

（島
道
成

・
林
博

・
島
照
子
）
、　
＝
籍
外
（林
勇
夫

・
開
田
道
雄

・
高
畠

夏
こ

、

正

覚

貧

里

早

武
部
幹
夫

・
林
久
こ

の

三

チ

ー

ム

が

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
は
公
文
名
Ａ
と
川
原
が
優
勝
決
定
戦
に
駒
を

進
め
、
公
文
名
Ａ
が
優
勝
、
川
原

が
次
勝
と
な
り
ま
し
た
。

終
了
後
い
か
る
ぎ
館
に
お
い
て

祝
勝
と
反
省

を
兼
ね
て
慰

労
会
を
行

い
、
四
時
過

ぎ
散
会
し
ま

し
た
。

な
お
、
こ

の
大
会
で
光

寿
会
は
第
二

同
買
武
部
則
行

・
林
孝
雄

・
八
日
茂
興
）
、

第

四

回

（八
日
政
夫

・
林
孝
進

・
林
喜
興

こ

、

第

六

回

言

道
成

。
林
甚
松

・
島
照

こ

、

第

七

回

貫

田
政
夫

・
林
孝
進

・
林

童具
こ

で
優
勝
、
今
回
の
優
勝
で

八
回
中
五
回
の
優
勝
を
果
た
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

9月 15日 のらんじょ浮世亭
は、大画面ビデオシアター「世
界の光 親鸞上人」の第六部
(完結編)を鑑賞 しました。親(完結編)を鑑賞 しました。
長子善鸞を義絶する経緯」鸞上人が、苦悩の末、関東にいる長子善鸞を義絶する経緯や、

畢生の著作 「教行信証」に心血を注いで、九十歳で没するま
での様子が描かれていました。 二月か ら六回にわたって親
鸞聖人の生涯をたどりましたが、アニメなが ら聖人の生き様鸞聖人の生涯をたどりましたが、アニメなが ら聖人の生き様
がよく理解できました。
午後は恒例の仏説阿弥陀経読誦のあと、蓮如聖人のお文の
書写第六回として、御正忌報恩講の後半を書写 しました。

半年連鮮 赳 獣 P警鯖 雙 ワ饒 りましたので、今回は 賜
れ これ もヽろいろお楽 しみ」ということで、気楽なひとときを過ごしたい
と思っています。中身は当日のお楽しみということで、お茶のみがてらお気
軽に御来亭下さい。浮世亭は9時開亭、「あれこれいろいろ」は 10時こ
ろ、うどん、どんぶり物など昼食の注文もできます。
午後は 1時半から仏説阿弥陀経の読誦とお文 (御文章)の書写があります。
筆ベン (えんぴつでもよい)持参下さい。午前だけ、午後だけの参加でも結構
です。外出して人と交わることは認知症予防の第一歩と言われています。お
時間があればぜひ御来亭下さい。

L_________一 一―

で出入 が五な勝士宮

高齢
運
転
者
新
マＥク
決
ま
る

「光
寿
」
七
月
号
で
紹
介
し
た
高
齢

運
転
者
マ
ー
ク
に
つ
い
て
、
警
察
庁

は
こ
の
ほ
ど
公
募
し
た
四
案
と
現
行

マ
ー
ク
の
中
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
、
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
と
シ
エ

ア
の

「
Ｓ
」
を
組
み
合
わ
せ
た
公
募

案
の
採
用
を
決
め
、
国
家
公
安
委
員

会
で
も
了
承
さ
れ
、
近
く
道
路
交
通

法
施
行
規
則
を
改
正
し
、
年
内
の
導
入
を
目
指
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。
当
面
は
現
行
マ
ー
ク
の
使
用
も
認
め
ら

れ
ま
す
。
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歌

の

一

泊

旅

行

・
自
時
　
十
月
二
十

一
日

（恣

～

二
十
二
圏
（金
）

コ
ー

ス

一
日
目

北
陸
道

・
止
信
越
道
経
由

上
諏
訪
温
泉
ラ
コ
華
乃
井
ホ
テ
ル
直
行

二
日
目
　
上

・
下
諏
訪
大
社
参
拝

上
高
地
散
策

道
の
駅
林
林

日
程

　
下
頼
成
バ
ス
停

・
中
頼
成

・
太
子

堂
前

・
農
協
前
停
車
　
十
二
時
ま
で
集
合

上
参
加
蕃
一
男

一
万
七
千

円
　
女

一
万
六
千
円


